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研究成果の概要（和文）：移植免疫寛容における胸腺の役割、拒絶反応の臓器特異性を検討す
る目的でラット胸腺＋腎・心・肝移植を行いましたが、発表に値する成果は得られませんでし
た。 
 
研究成果の概要（英文）：Our study investigated if thymic transplantation can support to induce 

tolerance to renal,cardiac or liver allografts across a full MHC mismatch in rat model. However 

we could not obtain novel findings and results to report. 
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１．研究開始当初の背景 
これまで様々なモデルで胸腺移植により免
疫寛容が誘導され、胸腺が重要な役割を果た
していることが報告されている。 
２．研究の目的 
ラット胸腺を血管付きグラフトとして移

植することで、他の種々の臓器との同時移植
を行い、免疫寛容における胸腺の役割・臓器
特異性について研究する。 
３．研究の方法 
レシピエントとドナーは MHCフルミスマッ

チのラットを用い、胸腺＋腎・心・肝移植、
胸腺単独移植を実施する。血液検査・生検・
MLR で拒絶・免疫寛容の評価を行う。 
４．研究成果 
2008-2009 年度の研究実施計画に沿って、胸
腺＋腎・心・肝移植を行って移植免疫寛容に
おける胸腺の役割、あるいは拒絶反応の臓器
特異性を検討しましたが、発表に値する成果
は得られませんでした。 
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